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 一方、拒絶感受性は、Downey & Feldman（1996）により提唱された概念である。多くの臨床家の
指摘（Horney, 1937; Maslow, 1987; Sullivan, 1937)を待つまでもなく、他者からの拒絶を回避し、受
容を獲得したいという欲求は、人間にとって基本的なものであると考えられる(Baumeister & Leary, 
1995; McClelland, 1987）。特に、社会的拒絶の経験は Well-Being の低下や対人機能の破綻を引き起
こし、拒絶されたという知覚 2）は敵意や失意、嫉妬などの感情をもたらすとされる（Baumeister & 
Leary, 1995; Coie, Lochman, Terry, & Hyman, 1992; Coyne, 1976; Dodge & Somberg, 1987; Lefkowitz, & 
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 大学生 26 名を対象としてパネル調査を実施した。ただし、本研究では全 6 回の調査に参加し、5
つのシナリオすべてについての回答、および個人差要因に関する回答をおこなった者のみを分析対
象とした。有効回答者は、大学生 17 名（男性 3 名；女性 14 名）、平均年齢 20.47 歳（標準偏差 0.62）
であった。 
場面設定 
 イベントでクッキーを販売する場面のシナリオを提示した。周囲の友人の売上 50～60 個と比較し
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 あなたは、あるイベントで、クラスメイトの友人 4 人と一緒にクッキー売りをするこ
とになりました。5 人は 1 日中クッキーを売り歩いた結果、その日の終わりに友人たち
とお互いに売り上げを比べ合ったところ、友人たちの売り上げは 50～60 セットだった
のに対して、あなたの売り上げは 103 個／73 個／54 個／37 個／8 個でした。 
 
 
 ※ スラッシュ前後の下線部が実験条件にあたる。全 5 種類のシナリオが用意された。  
 
測定尺度 
 第 1～5 回ではシナリオ提示後、感情状態および「ふつう」認知の測定をおこなった。感情状態の






黒石，2008a など）で使用した「ふつう」認知尺度の 9 項目（「なじんでいる」、「非常識だ」、「違
和感を感じる」、「他の人と比べておかしい」、「まわりの人から浮いている」、「まともだ」、「ま
わりの人と調和している」、「他の人とくらべて適切だ」、「ふつうだと感じる」）を使用した。「全
くあてはまらない」（1）から「ぴったりあてはまる」（5）までの 5 件法により測定をおこなった。 
 第 6 回では、個人差要因として 2 つの異なるパーソナリティ特性の測定をおこなった。ひとつは
独自性欲求（Snyder & Fromkin, 1980）である。Snyder & Fromkin（1977）による Uniqueness Scale の
翻訳版である独自性欲求尺度（岡本，1985）の 5 件法 32 項目を使用した。もうひとつは拒絶感受性
（Downey & Feldman, 1996）である。Downey & Feldman（1996）による Rejection Sensitivity 
Questionnaire の日本語版である拒否に対する感受性尺度（本多・桜井，2000）の 18 項目を使用した 3）。
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条件間の調査実施間隔を 1 週間とし、計 6 回のパネル調査を実施した。第 1～5 回では相対的遂行の















については、相対的遂行の 5 条件において.71< αs <.93 の値を示した。一般感情尺度の下位尺度につ
いては、肯定的感情で.85< αs <.91、否定的感情で.68< αs <.92、安静状態で.77< αs <.91 であった。こ
れらの尺度については、一定の信頼性が認められたものと判断し、以降は各尺度を構成する項目得
点の平均値をそれぞれの尺度得点とした。 




均値 M=2.76（SD=0.54）を基準として、高群（M=3.29, SD=0.37）と低群（M=2.39, SD=0.25）に分割
した。拒絶感受性についても、拒否に対する感受性尺度の平均値 M=3.29（SD=0.63）を基準として、
高群（M=3.80, SD=0.34）と低群（M=2.84, SD=0.45）に分割した（表 1-1 および表 1-2 参照）。 
 
表 1-1．独自性欲求に基づく群分け  表 1-2．拒絶感受性尺に基づく群分け 
  平均値（標準偏差）    平均値 （標準偏差） 
高群 （N=7） 3.29（0.37）  高群（N=8） 3.80 （0.34） 
低群 （N=10） 2.39（0.25）  低群（N=9） 2.84 （0.45） 
t （df=15） 6.00 ***  t（df=15） 4.96 *** 
 *** p<.001   *** p<.001 
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結果の処理 
 相対的遂行 5 条件（被験者内要因）×独自性欲求 2 群（被験者間要因）×拒絶感受性 2 群（被験者間要
因）の混合 3 要因分散分析をおこなった。なお、個人差要因間の交互作用が存在しないと推定される訳
ではない 4）が、本研究は詳細な仮説を擁する検証研究ではなく、また回答者数の少なさも考慮し、複数














図 1-2．独自性欲求高・低群ごとの「ふつう」認知 図 1-3．拒絶感受性高・低群ごとの「ふつう」認知 
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互作用は認められなかった（F(4,56)=1.22, ns）（図 2-3 参照）。また、独自性欲求の主効果および拒






 図 2-2．独自性欲求高・低群ごとの肯定的感情  図 2-3．拒絶感受性高・低群ごとの肯定的感情 
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相対的遂行の交互作用は認められなかった（F(4,56)=1.54, ns）（図 3-3 参照）。また、独自性欲求の






 図 3-2．独自性欲求高・低群ごとの否定的感情   図 3-3．拒絶感受性高・低群ごとの否定的感情 
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  図 4-2．独自性欲求高・低群ごとの安静状態    図 4-3．拒絶感受性高・低群ごとの安静状態 
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（図 2-2 参照）、あくまでも相対的遂行の影響を緩衝する効果にとどまるように思われる。 
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 また、「ふつう」認知も含めて、すべての感情状態において相対的遂行の低条件における独自性
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註 
1） 本論文を構成している研究成果のうち、独自性欲求に関する結果は日本グループ・ダイナミックス学会第 63 回大
会（2016 年 10 月 9 日～10 日、九州大学）において、拒絶感受性に関する結果は日本発達心理学会第 28 回大会（2017
年 3 月 25 日～27 日、広島国際会議場）において、それぞれ発表されたものである。 
2） 受容や拒絶の知覚は、必ずしも実際の受容や拒絶を反映している訳ではなく、知覚のみによってもさまざまな影
響が生じることが指摘されている（Leary, Haupt, Strausser, & Chokel, 1998）。 
3） 拒否に対する感受性尺度（本多・桜井，2000）は、項目分析においてフロア効果のみられた 2 項目を削除して 16
項目とされているが、本研究では元尺度に近い 18 項目すべてを使用した。また、Rejection Sensitivity Questionnaire








6） 岡本（1985）の独自性欲求尺度については、大学生 N=486 の尺度得点（項目得点の合計）は M=94.0 と報告され
ており、これは 1 項目あたりの得点に換算すると M=2.94 となる。また、本多・桜井（2000）の拒否に対する感
受性尺度の価値得点については、大学生および専門学校生 N=431 の尺度得点（項目得点の平均値）は M=3.45 と
報告されている。6 件法のため直接比較はできないが、理論的中央値（Me=3.5）よりも低い値となっている。 
 
（受稿日 平成 28 年 10 月 30 日） 
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ABSTRACT 
This study explored how individual differences influence affective reactions to the “normality” at social 
comparisons among Japanese people. Previous studies of social comparison by between-subject designs (e.g. 
Kuroishi & Sano, 2015) have failed to demonstrate substantial effects of individual factors. Therefore, this 
study was designed to treat social comparisons as a within-subject variable. A panel research was conducted 
(N=17). Participants responded on six occasions with an interval of one week to questionnaires assessing 
five social comparison situations and to scales assessing individual factors. Results corroborated previous 
studies and suggested that relative performance influenced positive affect, whereas similar performance to 
surrounding others determined negative affect and calmness. Need for uniqueness buffered the impact of 
social comparison particularly in lower-performance situations, whereas rejection sensitivity moderately 
amplified the effect of social comparison. Appropriate methods treating individual factors in social 
comparison studies are discussed.  
Key words: Social comparison, affective states, within-subject design, need for uniqueness, sensitivity to 
rejection 
 
